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 １０月２７日（土）２０１２おおさか女

性行進には２００名が参加し、秋晴れのぽ

かぽか陽気のなかピエロの着ぐるみや華

やかなプラカード・横断幕を掲げ元気に御

堂筋をパレードしました。 

 ミニ集会では、新婦人大阪府本部の川本

さんから経過報告が行われ、呼びかけ人の

石田法子弁護士やいくの学園の渡辺和恵

さんらが

とあいさつされ

ました。また、呼びかけ人からのメッセージでは、東日本復興支援団体ＥａｓｔＪａｐａｎＲＥ：ｐｒｏｊｅｃｔを

立ち上げ代表を務める佐々木唯さんから『

』と力強いメッセージを送ってくれました。その他竹信三恵子さんら６名の方々から勇気を

もらうメッセージを頂いきました。 

 参加した団体のアピールタイムでは、それぞれが創意工夫した華やかなプラカードや横断幕・鳴

り物や着ぐるみで元気にパフォーマンスを披露しあいました。 

 御堂筋をなんばにむけての恒例のパレードは、アンパンマーチに足取りも軽く元気に歩きました。

沿道からは子どもが手を振ってくれたり、『一歩で

も二歩でも一緒に歩きましょう』の声に応えてくれ

る若者がいたり、写メを撮ったりと共感をしてくれ

る沿道の声に“嬉し楽しい”女性行進でした。 

 

   

 



  

 

 

   

  

 

   

 

   

「私は言い～たい」                                 

   

 

『 いっしょに変えよ！ 女性が元気な大阪に！』 女性のつどいに参加 

 １０月２６日（金）明るい会女性連絡会主催の女性のつどいが行われました。大阪労連女性部も参加

を呼びかけ、全体で９０人の参加でした。ウイメンズカウンセリング京都・井上摩耶子さんの講演でジ

ェンダーの視点で大阪を問うをテーマに橋下市政が打つ出した施策は、福祉の切り捨て男女共同参画セ

ンタークレオの廃館など女性のための施策が次々と壊されていっている。クレオは女性のためのＤＶ相

談やカウンセラーが受けられる施設なのに橋下市長は女性をよりいっそう生きにくくしているなど話さ

れました。またリレートークのなかで、保育園に子供を預け

原因不明で亡くされた母親が、「今でも保育の現場では子供

に目が行き届かない状況のあるなかで、橋下さんは今以上に

保育施設の悪化を招くことをしようとしている。絶対に許せ

ません。これ以上子どもを亡くす母親がでないよう裁判を起

こしました。」訴えられました。このつどいで改めてジェン

ダーの視点・男女平等参画の視点にたった運動を作り上げな

ければと思いました。 

 


